
勉強したのに…とモヤモヤ

「解けると楽しい」で気づく

思考して答え出すのは自分

宮沢さんは小学生のころ、中学

受験に臨みました。残念ながら第

１志望校の合格を手にすることは

できずに、併願した別の中高一貫

校に進学しました。

まわりの友人は「いいやつ」が

そろい、授業もなかなかおもしろ

い。でも、入学してしばらく時間

がたっても「第１志望の学校だっ

たら」という思いが消えることは

ありませんでした。

「自分の力が足りなかったから

合格できなかったことは頭ではわ

かっている。それでもモヤモヤし

た気持ちが晴れなかった」。その学

校を本命として入学した友人に対

しても「すごく失礼な言い方に聞

こえるかもしれないが、正直なと

ころ、うらやましかった」といい

ます。

勉強の成果として本人が望む結

果を手にした友人と、手にできな

かった自分。中学時代の宮沢さん

は「勉強したのにこんな気持ちを

抱えるなんて」と感じていました。

「勉強に対して『結果がともなわ

なければ、意味がないんじゃない

か』と、すごく狭い了見の時期も

あった」とふり返ります。

そんな宮沢さんの心が変化する

きっかけが中３のころに訪れまし

た。知り合いの家族の小学生が中

学受験をめざしており、宮沢さん

に「何かアドバイスをしてほしい」

と求めてきたのです。宮沢さんが

小学生のころに学んでいた進学塾

に通う小学５年生の男の子で、軽

い気持ちで引き受けました。

男の子が苦手にしていたのは算

数。中学を受験したとき、宮沢さ

んもいちばん力を入れて取り組ん

だ科目でした。

具体的な勉強方法やその進学塾

ならではの指導の特徴、算数を勉

強するうえで注意したいポイント

……。男の子は宮沢さんのアドバ

イスを真剣に受け止めました。宮

沢さんが「勉強、つらくない？

だいじょうぶ？」と問いかけると

「わからなかった問題が解けるよ

うになると楽しい」と答えたとい

います。

宮沢さんが男の子と直接、こと

ばを交わしたのは、このときかぎ

りでしたが、大学に入学したいま

でも記憶に残っています。「恥ず

かしいというか、気づかされたと

いうか。結果だけに固執していた

自分をふり返る機会になった」。も

ちろん、がらりと気持ちがかわっ

たわけではありませんが、宮沢さ

んは勉強することに対して「楽し

さ」をみつけてみようという気に

なりました。

この春の入試を終えたみなさんが、受験や勉強との向き合い

方をアドバイスするシリーズを掲載しています。今回は「勉強

する意味」について取り上げます。今月から早稲田大学で学び

始めた宮沢俊樹さんが、自身の経験をもとにふり返ります。読

者のみなさんが考えるときのヒントにしてみてはどうでしょう

か。 （編集委員・大島淳一）

宮沢さんに「勉強する意味って、

どんなところにあると感じていま

すか」とたずねてみると、いくつ

かの例を挙げました。

一つはメンタルの強さを身につ

けられること。たとえ好きではな

くても、投げ出すことなく目標を

実現するために取り組むことで、

精神面が鍛えられると、宮沢さん

は考えます。

数学の証明問題などを解くとき

のように、結論からさかのぼって

仮説を組み立て、それを実証して

いくような視点を持つことで、先

を見通す力も高めることができる

といいます。さらに、自分がモノ

を知らないということに気がつく

ことによって、自身の視野を広げ

ることができる、進路や将来を思

い描いたり、それを実現しようと

エネルギーにかえたりすることで

成長にもつながる……。

中高生のみなさんにとって「勉

強する意味がわからない」と悩む

ことは無縁ではありません。宮沢

さんはこう考えます。「この問い

にはおそらく正答はない。それぞ

れが折り合いをつけ、納得がいけ

ば、それが正答だともいえる。自

分なりの正答を導くために、あれ

これと思考することが大事なので

はないか」

イラスト・川島星河

やる気を高め、より深い学びに

今の結果がすべてじゃない

「楽しみながら勉強！」をガイド

（第三種郵便物認可）

先輩の受験体験から学ぶ⑤
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